「ふくしま共生サポーター養成講座」読み上げ原稿

ＰＰＴ　表紙（２分＋20分）
皆さま、本日は「ふくしま共生サポーター養成講座」を受講いただき、ありがとうございます。
本日講師を務めます○○と申します。
この講座では、「障がい」に関する基礎知識や、障害者差別解消法の考え方について学んでいただきます。
法律を学ぶだけではなく、障がいのある方への理解を深め、私たち一人ひとりに何ができるかを考えていただくことが目的です。
まず初めに、福島県が作成した動画をご覧いただきます。
動画では、共生社会や障がいについて分かりやすく紹介していますので、ぜひご覧ください。

～動画視聴（障がいのある人もない人も共に暮らしやすいふくしまけん）（約20分）～
　※最後の手話の紹介部分では動画に合わせて手話を行う。

　ご視聴いただきありがとうございました。この動画は福島県の公式YouTubeにアップロードされておりますので、いつでもご視聴いただけます。	


ＰＰＴ　1枚目　はじめに（２分）
福島県では、「障がいのある方もない方も、ともに生きる社会」、いわゆる共生社会の実現を目指して様々な施策を進めています。
今回受講いただいている「ふくしま共生サポーター養成講座」も、その取組の一つです。 
本日の講座を通じて、障がいや障がいのある方について少しでも理解を深めていただければと思います。



ＰＰＴ　2～6枚目　「障がい」と「障がいのある方」（８分）
さきほどの動画でも様々な障がいについて紹介がありました。

では、実際に障がいのある方はどのくらいいらっしゃるのでしょうか。

福島県では、身体障がい、知的障がい、精神障がいに関する障害者手帳の所持者数を合わせると、県人口のおよそ6.7パーセント、約15人に1人となります。

さらに、障害者手帳を持っていない方や難病の方などもいますので、障がいのある方は決して少数の特別な存在ではありません。

障がいには身体障がい、知的障がい、精神障がいなど様々な種類があります。
また、同じ障がいであっても、困りごとや必要な支援は人によって異なります。
例えば、同じ聴覚障がいがあっても、手話を使う方もいれば、筆談を希望する方もいます。
そのため、「障がいのある方」と一括りに考えるのではなく、一人ひとりを理解することが大切です。

障がいのある方への理解を深めるために、ぜひ意識していただきたいことが3つあります。
1つ目は、「障がいのある方」とひとくくりにしないこと。
2つ目は、本人の意思を尊重することです。
良かれと思って行った支援でも、本人が望んでいない場合があります。
まずは本人に確認することが大切です。
3つ目は、積極的に交流することです。
理解は、知識だけでなく実際の交流によって深まります。
差別や偏見は、知らないことから生まれる場合があります。
まずは知ること、話すことが大切です。



ＰＰＴ　7～12枚目　障がいをどう考えるか（10分）
ここからは、「障がいとは何か」という考え方についてお話しします。

現在、障がい福祉では「社会モデル」という考え方が重視されています。
例えば、車いすを利用している方がお店に行ったとき、入口に段差があって入れなかったとします。
以前は、「歩けないことが原因だ」と考えることが一般的でした。これを医学モデルといいます。
一方で社会モデルでは、「段差があるから入れない」と考えます。

もしそこにスロープがあればどうでしょうか。
車いすのままお店に入ることができます。
本人は何も変わっていません。
変わったのは周囲の環境です。
つまり、社会の側を変えることで障がいが解消される場合があるという考え方です。 

もう一つ例を考えてみましょう。
もしこの会場が２階にあり、階段しかなかったらどうでしょうか。
車いす利用者は参加することができません。
しかし、会場を1階に変更する、オンライン参加を認める、別の入り口を使う、といった工夫をすれば参加できるかもしれません。

このように、社会の側の工夫によって参加できる場面はたくさんあります。
私たちは、このような障壁を「社会的障壁」と呼んでいます。

社会的障壁には4つの例があります。
物理的な障壁。段差や狭い通路などです。
制度的な障壁・障がいだけを理由に機会を制限するルールなどです。
文化・情報面の障壁。字幕や手話のない映像などが該当します。
そして意識上の障壁。偏見や思い込み、無関心などです。

共生社会とは、障がいのある方だけが努力する社会ではありません。
社会全体で障壁を減らし、誰もが参加しやすい社会を目指すことが重要です。



ＰＰＴ　13～18枚目　障害者差別解消法（12分）
ここから、本日の講座の中心である障害者差別解消法について説明します。
この法律には、2つの重要な柱があります。
1つ目が「不当な差別的取扱いの禁止」です。
2つ目が「合理的配慮の提供」です。

まず、不当な差別的取扱いです。
これは、障がいがあることだけを理由にサービスの利用を断ったり、不利益な条件を付けたりすることです。
例えば、「障がいがあるから利用できません」「障がいがある人は参加できません」といった対応は、不当な差別的取扱いにあたる可能性があります。

次に、合理的配慮です。
障がいのある方から、「このままでは利用できない」「必要な配慮をお願いしたい」という意思表示があった場合に、過重な負担にならない範囲で対応することです。 

例えば、
聴覚障がいのある方から筆談を求められた場合に応じること。
視覚障がいのある方に書類を読み上げること。
車いす利用者に高い棚の商品を取って渡すこと。
こうした対応が合理的配慮の例です。

ここで考えてみてください。
身長150センチの人が高い棚の商品を取れなかった時、近くの人が代わりに取ることは特別扱いでしょうか。
多くの方はそう感じないと思います。

合理的配慮も同じです。
特別扱いではありません。
その人が他の人と同じように参加できるようにするための工夫です。

そして最も大切なのが対話です。
周囲が勝手に決めるのではなく、「どのような方法が利用しやすいですか」と本人に確認することが重要です。

障がいが同じでも必要な支援は違います。
だからこそ、本人との建設的な対話が必要になります。

令和6年4月からは、民間事業者においても合理的配慮の提供が法的義務となりました。 
ぜひ皆さんにも、身近な場面で社会的障壁に気づき、どんな配慮ができるかを考えていただきたいと思います。


ＰＰＴ　20～22枚目　福島県からのお知らせ（３分）
ここで、福島県からのお知らせです。
福島県では、「障がいのある人もない人も共に暮らしやすい福島県づくり条例」と「福島県手話言語条例」を施行し、共生社会づくりを進めています。
お配りしているパンフレットとチラシをご覧ください。これらは条例の制定や改正の際に作成したものですが、右下や左下に「音声コード」が印刷されています。
これは、視覚障がいのある方にも情報を受け取っていただくための工夫の一つです。
本日学んでいただいた合理的配慮にもつながる取組ですので、ぜひ覚えていただければと思います。

また、「合理的配慮ガイドブック」も作成しています。
本日学んでいただいた合理的配慮について、具体例を交えてより詳しく紹介していますので、ぜひご活用ください。

さらに、ヘルプマークの普及にも取り組んでいます。
ヘルプマークは、外見からは分からなくても支援や配慮を必要としていることを知らせるマークです。
見かけた際には、思いやりのある行動をお願いいたします。


ＰＰＴ　23～27枚目　ふくしま共生サポーター（２分）
最後に、ふくしま共生サポーターについて説明します。

本日受講された皆さまには、ふくしま共生サポーターとして登録いただきます。
サポーターに期待されていることは、

・職場や地域で障がいへの理解を広めること
・自ら学び続けること
・支援が必要な方に率先して行動すること　　です。

また、希望される方は講師登録を行い、自ら講座を実施することもできます。
ぜひ今日学んだことを周囲の方々に伝え、共生社会づくりの輪を広げていただければと思います。




ＰＰＴ　最終ページ（１分）
本日の講座では、

・障がいは多様であること
・社会モデルの考え方
・社会的障壁の存在
・不当な差別的取扱いの禁止
・合理的配慮の提供
・対話の重要性

について学んでいただきました。

障がいのある方もない方も、ともに暮らしやすい社会は、行政だけでは実現できません。
皆さま一人ひとりの理解と行動が、共生社会の実現につながります。

以上で、ふくしま共生サポーター養成講座を終了いたします。
本日はご清聴いただき、ありがとうございました。
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